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lと肋状線があるものと 1.enervisの如く肋状線のないものとがあり，後者に

属するものに P.T. CLEVEが特に Isthmiellaという属名を与えたのに初ま

るもので(津村:植物研究雑誌 Vol.XIV， no. 10， p. 64参照)筆者はそうした

属までを区別する必要はないものと思っている.

ととに示した図や写真は高知県室戸111甲の海岸に打ち上げられた海藻

(Sargassum ?)の破片に少数着生していたものであるが，静岡県下回，千葉

県銚子などのプラシクト y中lζときどき本種の破片を見ている.本種は日本

産としては新報告である。

Summary 

Und白rthe present title the writer is going to iIlustrate some diatoms 
from the slides collceted or made by the writer. 

1n this paper three species are inserted. Hydrosilic抑制itrais very 
curious， though it was already known in Japan by TEMPERE and PERAGALLO. 
SurireUαreniformi8 and I8thmi・aminima are new to the日oraof Japan. 

1t will be continued with the title by the author to i11ustrate diatoms. 

図版解説

(各図の傍/1:記入してあるスケールはいずれ色 10μ を示す)

PI. 1. 
1. Hydro8uicon明 itraJ. BRUN (1891) 
2-5. S抑制llarenifiormi8 KI廿 ON(1877) 
6. 18th悦旬怖かtimaBAILEY et HARVEY (1862) 

PI. II. 
1. H ydrosilico托 mitraJ. BRUN (1891) 
2. Surirella reniform.j'8 KtTTON (1877) 
3. 18th叩旬制inimαBAILEYet HARVEY (1862)の側面
4-5. 1.如cinimaBILEY et HARVEY (1862)の正面

地衣体を構成する藻類の同定

佐藤正己

M. SATO: 1dentification of Algae Occurring 
as Lichen Symbiont 

地衣学の始祖といわれる E.ACHAlUV引が十九世紀の初頭に，地衣体の

中にある緑色の細胞を“gonidia'~ ， と呼んで以来， ゴニジア(緑頼粒)は今日

でもなお術語として通用している。初めはゴニジアの本体が何であるか，ま
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たどのよう lとして生ずるのかも不明であったが，十九世紀の中頃に S.ScH-

WENDENER2)が，要するにそれは誠類の細胞で，地衣体を構成する菌糸から

第二次的K生ずるものではないと唱えた。発表当時は革命的な意見として必

ずしも全両的には受け入れられなかったが， E.Bo間町3l， G. Bo附 JERべR.
CHODATペO.JAAG的などの相次ぐ分離培養および合成実験によって彼の説

は常識とな り，E. ELFVINGη を最後として反対する学者はなくなった。そし

て最近では，その本態が明らかにされた以上，最早コeニジアという術語は不

適当であるから“phycobiont"を用いよという scoπ町の提案があり，それ

を採用している学者も既に二，三見うけられる。また以前から，何も特別な

術語を用いる必要はないとして， 素直tζ"algalcells"とか“algalcompo-

nent"と記載している学者もある。

さてゴニジアの本体は明らかにされ，若干の属では純粋に分離培養も行

われてその所属や種名も確定されているが，地衣体』ζ埋波したままでは生殖

器官も見られず，著しい特徴のない緑藻類に属する単細胞の球形のゴエジア

では，種類は勿論の ζ と，その属名をきめるととすら困難な場合が多い。そ

して多 くの地衣類分類学者は，種類の鎚別には菌類分子の方K重点をおき，

ゴニジアの同定は極めてあいまいで，前人の同定を鵜呑tζし，その外形と大

きさを記載するくらいであった.乙のようなゴニジア軽視を背景として，ス

トックホルムの第 7回国際植物学会議の命名部会では， 命名規約第 76条の

末尾に“命名上の目的から，地衣類IC与えられた学名は，その菌類構成分子

(C与えられたものとみなす"と追加する乙とを採択した。

上に述べたような，ゴニジア軽視の傾向に反省を求めるため，ハーパー

ト大学出身の少壮学者の V.AHMADJIAN')は最近相次いでゴニジアl乙関する

研究を発表している。彼は属の決定に必要な程度の簡単な培養方法として次

の二つの方法をあげている.

第一の方法は，まず地衣体を冷水の噴流で十分に洗って付着物を落し，

表皮を剥いでゴニグア層の断片を取り出す。 ζれをスライド上の 1滴の水の

中におく.乙れを他のスライドで押しつぶし藻細胞をばらばらにする。その

水滴をスライド上に少しひろげ自然に乾燥させる。すると議細胞はスライド

tζ密着し，水洗しでも離脱しないようになる.乙れに一定の間隔をおいて水

や無機物の溶液でしめし，また乾燥させる。このような乾浪を交互K繰返す

培養法は櫛定子を生ぜしめるのに有効な手段で，ハナゴグ (Cladoniarangi-
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ferina)の断片をこの方法で数週間培養し，最後に 1週間乾燥状態lζ保ち，

その後lζ 水にひたすと忽ち典型的な Trebouxia型の激走子の大群の逸出が

見られたという。

第二の方法は，よく洗徹して付着物や呉物を取り去ったゴニジア層の断

片をすりつぶして培養液の中か寒天培養基の表iiii!c接種する法であるが，と

れは糸状体をつくる藻類に適し，藍E菜類のようにトリコームの特徴で属を区

分するものにふさわしい方法である。

以上のようにして， AHMADJJAN')は地衣類のゴニジアの再認識を行った

が，その結果!ijI[認された議類の属は Anabaena，Calothrix， Ceρhaleuros， 

Chlorella， Chlorosarcina， Chroococcus， Coccobotrys， Coccomyxa， Di-

chothrix， Gloeocゆ>sa，Gloeocystis， Glo8otheca， Gongrosira， Hyalococcus， 

Hyella， Jaagia， Lettosira， Myrmecia， Nosloc， Phycoρeltis， Physolinum， 

Pleurococcus， Prasiola， Rivularia， Scylonema， Slichococcus， Sligon仰 1a，

Trebouxia， Trentepohlia， Trochisciaの諸属である。

AHMADJIAN町によれば，従来報告されている次の諸属はそれぞれ括弧内

lζ示された属の異名または同一物であるという ，Aphanocapsa (Gloeocapsa 

のAρhanocapsa時代)，Chlorellopsis (= Jaagia" Chroole，ρusトTrenteρohlia)，

Cystococcus (~Trebouxia)， DiPlosPhaera (=Stichococcus)， Heterococcus 

(=Monocilia)， Heterothallus (=Trentφohliaの更属)， Mycoidea (=Cetha-

leuros)， Phyllaciidium (~PhYCOP8ltis)， Polycystis (=MicrocY3tisl， Proto-

coccus (=Pleurococcus)， Sirosiphon (=Stigonema)， Xanthocapsa (=Gloeocaρsa)。

また次の諸属は記載があいまいであったり，多くのものを混同したりじてい

て，不確実であり，ゴニグアとしての存在が確認できないという。 Clado-

Phora， Dactylococcus， Desmococcus， Lyngbya， Mastigocoleus， Microcystis， 

Palmella， Polycoccus. PseudoPleurococcus. Urococcus. 
培養実験によるゴニジアの極属同定が進むにつれ，ある 1種の地次類の

体内Iζ何種類かの藻類がゴニジアとして存在することは既に CHODAT')や

JAAG的によって証明されたし，また逆にある種の藻類がいくつかの地衣類の

種のプニジアとなっている事実も WAREN町， RA TH "¥ ZEITLER均等によっ

て証明された。 ζれらの事実から，地衣類を全く独立した群として切り離さ

ずに，菌類の中IC含めておくのが適当であ‘るという説が強くなると思われ

る。

- 20ー



竹本-~醐; ハナ ヤナギの駆虫成分 91 

参考女敵

1) ACHARlUS， E.: Lichenographiae Svecicae Prodromus (1798). 2) SCH-

WENDENER， S.: Untersuchungen uber FlechtenthaJlus (Nageli's Beiもragez. 
wissensch. Bot. 2: 109--186， 1860; 3: 127-19P， 1863; 4: 161・202，1868). 

一一一一 Uebe1'die Natu1' der Flechten (Ve1'h. d. Schweiz. Natu1'f. Ges. zu 
Rheinfelden 51: 88-90， 1867). 一一一一一ー:Die AIgen typen der Flechtengonidien 
(Programm furdie Rektoratsfeier der Univ. BaseI， 1869). 一一一一一 :Die 
Flechten als Pa1'asiten der Algen (Verh. d. Naturf. Ges. in Basel 5: 527-550， 

1873). 3) BORNET， E.: Recherches sur les gonidies des Lichens (Ann. Sci. 
Nat. s宮r.5， Bot. 17: 45-110， 1873). 一一一一 Surles go凶diesdes Lichens 

(Compt. Rend. 19: 314-320. 1872). 4) BONNIER， G.: Recherches exp品rimentales

sur la synthese des Lichens dans un milieu prive de germes (Compt. Rend. 
A巴.f1'anc. 103: 942， 1886). : Rechcrches sur la synth品目 desLichens 
(Ann. Sci. Nat. se1'. 7， 9: 1-34， 1889). 5) CHODAT， R.: Monographies d'algu凶

en cultu1'e pure (Bern 1913). 6) JAAG， 0.: Recherches experimentales sur 
les gonidies des Iichens appartement aux genres p，αrmez'句 et Cla.don'l似 IBull

Soc. Bot. Geneve 21: 1-199， 1929). 7) ELFVING， F.: Uebe1' die Flechten-
gonidien (Compt. Rend. Congr占sdes Natural et Medecins du Nord. Helsingfors 

1903 et Annal. Mycol. 2: 304-305， 1904). 一一一一一 Untersuchungenube1' die 
Flechtengonidien (Acta Soc. Sci. Fenn. 44， No.2， 1913). 8) SCOTT， G. D.: 
Lichen Terminology (Nature 179: 486-487， 1957). 9). AHMADJIMぜ， V.: A 

Guide for the Identification of Algae OCCUl'ring as Lichen Symbionts (Bot. 
Notiser 111: 632-644， 1958). 戸一一一一 Antarcticlichen algae ICarolina 
Tips 21: 17-18， 1958). 一一一一一 Experimentalobservations on the algal 
genus T:問bo払 "ciade Puymaly. (Svensk Bot. Tidskr.日:71-80， pl. 1-4， 1959). 

一一一一ー:The Taxonomy and Physiology of Lichen Algae and Problems of 
Lichen Synthesis (Harvard Univ. Dissert. 1959). 10) WAREN， H.: Reinkul-
turen von Flechtengonidien (Ofve四.Finska Vetensk. Soc. Forhandl. 61: Afd. 
A， No. 14， 1918-19). 11) RATHS， H.: Experimentelle Untersuchungen mit 

Flechtengonidien del' Familie der Caliciaceen (Ber. d. Schweiz. Bot. Ges. 48: 
329-416， 1938). 12) ZEITLER， 1.: Untersuchungen uber die Morphologie， 
Entwi巴klungsgeschichteund Systematik von Flechtengonidien (Oesterreich‘ 

Bot. Zei tsehr. 101: 453-487， 1954). 

ハナヤナギの駆虫成分

竹本常松*・醍醐階二*

T. TAKEMOTO and K. DAIGO: An anthelmintic 

effective component of Chondγia aγma~砧
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